
0570- から始まる電話番号  

携帯からの「かけ放題」は対象外 NHK ニュースより 
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北九州市社保協と市保護課が懇談 
コロナ対策・国通知の徹底・保護課 HP拡充・扶養照会・14日以内の決定・10万円給付など 

「懇談」の中で、 

◆申請時に親せきに支援を求める扶養照会

を年に 18000 件行い、300 件（1.7％）が援

助。手間の多い行政の無駄が明確に。 
 

◆窓口に生活保護申請書を置かない理由を 

①保護が適用にならない方にも、金融機関

調査や扶養照会で手間がかかる。 

②他施策の手続きが遅れると述べました。 

◎参加者から、 

①保護が適用にならなければ調査の必要

はないので理由にならない。 

②手軽な緊急小口資金（借金）でさえ 10

日以上かかると反論されました。 
 

◆保護決定 14 日以内が以前の 8％、15％、

35％から 70％に向上したことを評価したう

えで、そのことで決定取消件数はどう変化し

たのかを分析すべきと求めました。 

    コロナの 10万円給付金事業  給付率  

全国民 99.4%なのに、北九州市の生活保護利用者 99.6％ 
昨年実施された、全国民への 10 万円の給付金

事業、麻生財務大臣は「富裕層の方々、こうい

った非常時に受け取らない人もいるんじゃない

ですかね」と発言していましたが、99.4％の人

が 10万円を受け取っていました。 
 

ありがたいことに給付金の一部を、小倉生健

会に寄付していただいた方もいました。 

 北九州市社保協主催の「生活保護 110番」

が開かれました。今回も２社のマスコミが取

材をしてくれました。 
 

 社保協は２か月に一度、奇数月に「生活保

護 110番」を開催。偶数月に「全国一斉コロ

ナなんでも相談会」を開いています。小倉生

健会も相談員として一緒に参加しています。 
 

 80 歳代のお母さんと、病気で失業中の 40

歳代の息子さんからは「借金もあり、電気・

水道・ガスのライフラインが明後日に切れ

る。生活保護の申請に行ったが、保護費から

借金を返すことはできないと言われて保護

はあきらめた」というものでした。 
 

 生活保護利用者は法テラスを利用すれば、

弁護士費用が免責され借金を無料で整理す

ることができます。このことを相談者に伝

え、緊急小口資金の申請を助言しました。 

たが、これは高額です。 
 

筆者は日ごろから、たくさんの相談を受け

ており、1 回あたり 1 時間ぐらいの電話はザ

ラなので、かけ放題にしています。 

そのため、ナビダイヤルも「かけ放題」な

ので無料と思っていました。 
 

日頃から通話料無料の癖がついており、官

公庁への 0570 にも、かなり長く電話をかけ、

詳しく聞くことが多くありました。せめてコ

ールセンターや官公庁への電話料金は無料

にしてほしいですね。 

一方、北九州市で生活保護を利用している

人の内、600 人が申請せず、保護課が支援をし

て 500人が申請しましたが、利用者の 0.4％に

当たる 100人が 10万円の申請を辞退していま

した。 
 

市保護課は「何度も申請を支援した。辞退の

主な理由は、受取る意思がない」と回答。 

3 月 29 日の西日本新聞が「携帯電話から

0570 で始まるナビダイヤルは、電話かけ放

題の対象外」との記事を掲載しました。 
 

 筆者の携帯電話にも、コロナ電話相談やコ

ロナ 10 万円給付相談、マイナンバーのコー

ルセンターやいのちの電話相談など多くの

0570 が登録されています。 
 

その一つの年金ダイヤルに電話すると「ナ

ビダイヤルでおつなぎします。およそ 20 秒

ごとに 10円かかります」と案内がありまし 

北九州市社会保障推進協議会（社保協）の

生活保護連絡会は、毎月会議を開催し、北九

州市の生活保護行政をチェックしています。 
 

また、北九州市本庁保護課と年に一度「懇

談」を行っています。今回は、コロナのため

時間や人数を制限したうえで開催され、社保

協側からは、高木健康会長をはじめ、弁護士、

ソーシャルワーカー、生健会などから参加し

た代表が市保護課と意見交流をしました。 

上図で明らかのように、今でも７５歳以上の

医療費負担は高額であり限界です。それなの

に、菅内閣は「世代間の不公平を是正するため」

との口実で、７５歳以上の医療費の窓口負担を

２倍に引き上げることを閣議決定しました。 

７５歳以上の医療費２倍引き上げ阻止を 「生活保護 110番」 NHKが報道 

生健会北九州ブロック協議会が 

市議会に陳情書を提出   
「生活保護の、扶養照会をやめよ」 

 今議会も、生

健会は、市議会

に「生活保護申

請時の親族へ

の支援を依頼

するな」と、陳

情しました 連絡先が変わりました 

図は「しんぶん赤旗」より 



こんな感じで、波打ち

際でも産卵します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もうすぐ、こんな光景を小倉で見ることができます 曽根干潟で 7月ごろ 

右 矢印部がベス

トポジションです 

カブトガニ 

生きている化石 

２億年前から同じ姿で 

 

 
 コロナ禍で窮屈な日が続いてい

ます。日差しも日々強まり、もう

すぐ夏がやってきます。 
 

 写真は、カブトガニの産卵風景

です。北九州市では、「カブトガ

ニ産卵観察会」も開催されていま

す。今年も７月か 8月に観察会が

開催（市政だよりでお知らせ）さ

れますが詳細は未定です。 
 

 満月の大潮の満潮時に産卵機会

が多いそうです（7/10か 8/8の

朝 8時半ごろが満月の満潮）。 
 

 見つけるのは意外に簡単です。

産卵時に産卵泡を出しますので、

泡の帯を追っていけば、その先に

カブトガニのつがいがいます。 
 

 岡山県などのカブトガニは国の

天然記念物になっていますが、曽

根干潟は天然記念物ではなく絶滅

危惧種です。 

生息の邪魔をしないように、産

卵風景を覗かせていただいてはい

かがでしょうか。 産卵を終えて、深みに戻るカブトガニのつがい（撮影筆者） 

北九州市の資料を、小倉生健会が分析したもので「水際作戦」や「事前審査」が推測されます 
北九州市の HP より 


